
国語科（書写）　第１学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「行書の特徴」
	漢字の行書の特徴を理解することができる。
	　（　１　/　１　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　本時のねらいを知る。
２　前時に学習した，速く書いたときの文字の特徴について振り返る。
	○行書は，速く，読みやすく書くことができることを振り返らせる。
	
	　

	展
開
	３　楷書と行書で書かれた「緑」を比較して気付いた点を１人１台端末等の付箋機能で書き込む。
４　ペアで違いについて話し合う。
５　発表する。
６　「学習の窓」を読み，行書の特徴について知る。
７　教科書のQRコードを読み取り，動画で行書・楷書の筆遣いを各自確認する。
	○教科書には，楷書と行書の違いが書かれているため，閉じたまま考えさせる。
○１人１台端末で「緑」の画像を見せ，そこに気付いたことを書き込ませる。
○全体で共有させる。
○１人１台端末を使用し，行書・楷書の動画を見ることで，筆遣いを確認させる。
	【知】漢字の行書の特徴を理解している。［付箋への記述］

[bookmark: _GoBack]【態】楷書と行書の特徴や違いを理解しようとしている。［観察］
	②行書と楷書で書かれた「緑」を提示し，1人１台端末の付箋機能を使用して気付いたことを記入させる。
③行書と楷書の違いについて，自分なりの言葉で表現し，伝え合わせる。
②１人１台端末で教科書のQRコードを読み取り動画を見ることで，行書の筆遣いについて各自確認させる。

	ま
と
め
	８　教科書P．55下段を見て，今後の学習内容を知る。
	
	
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

